
■ 出 席 報 告 ■ 新 井 委員長

【２月５日】
在籍会員 36名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 32名（内出席規定適用免除者 8名）

ホームクラブ出席率 94.12％

１月15日のＭＵを含む出席率 94.12％

◇ 2013年２月12日 第1077回例会(第1076号) ◇

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

Ｃグループ 八橋、赤尾、芳賀、今村、岸本、
西本、庄瀬各会員

２月18日(月)・25日(月)
会場：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

本日の例会

今週の歌 「 それでこそロータリー 」

卓 話 「 近 況 報 告 」

橋 本 豊 会 員

次回例会のお知らせ(２月19日)

卓 話 「 ロータリーソング 」

栢 本 淑 子 会 員

前回〔２月５日〕例会記録

■ 来 客 ■
河 南 孝 一 様（カンケンテクノ㈱）

会長の時間 寺 井 会 長
昨日は、職業奉仕委員長の北山会員らと共に、吹

田南小学校で行われた出前授業に行ってまいりまし
た。５年生３クラス全員、124名を対象に当クラブ
から講師として、新井会員によります『レストラン
経営の話』、成松会員によります『社会保険労務士
の話』、田畑会員によります『インフルエンザの話』
の３講義を行いました。生徒の皆さんはメモを取り
ながら熱心に聴講し、意義ある出前授業でした。参
加された皆さんご苦労様でした。
２月23日はポール・ハリス、ガスターバス・ロー

ア、シルベスター・シール、ハイラム・ショーレー
の４人がシカゴで初めて会合を開いた日です。この
日はロータリーの創立記念日であり、毎年２月を
『世界理解月間』と指定されております。この月間
中、各ロータリークラブは世界平和に不可欠なもの
として、『理解と善意』を強調するプログラムを行

うよう要請されております。
また、２月23日の創立記念日は、『世界理解と平

和の日』と定められており、各クラブはこの日、国
際理解と友情と平和へのロータリーの献身を特に認
めることとし、強調することになっております。
さらに、２月23日から始まる１週間を『世界理解
と平和週間』と呼び、ロータリーの奉仕活動を強調
することと決議されております。
また、２月27日は当吹田江坂ロータリークラブの
23回目の創立記念日であります。初心にかえりロー
タリー活動に精進致しましょう。

幹事報告 成 松 幹 事
◎西本会員に2013～2014年度第2660地区青少年活動
委員長委嘱状が届きましたので会長より、お渡し
させていただきます。
◎ＧＳＥハンブルグチーム受け入れ第２回打ち合わ
せ会議のご案内
日 時：２月26日(火) 18：00～20：00
場 所：ホテル阪急エキスポパーク３Ｆ「緑樹の間」
寺井会長よろしくお願いいたします。



◎地区ロータリー財団補助金管理セミナーのご案内
日 時：２月23日(土)13：30～16：30
場 所：大阪ＹＭＣＡ会館 ２Ｆホール
出席義務者：2013～14年度会長、2014～15年度

会長、2013～14年度ロータリー財
団委員長

◎第２回クラブ社会奉仕委員長会議のご案内
日 時：３月９日(土)９：30～11：45
場 所：薬業年金会館601号室
八橋委員長よろしくお願いいたします。

◎第２回クラブ国際奉仕委員長会議のご案内
日 時：３月16日(土) 14：00～16：00
場 所：薬業年金会館601号室
今年度委員長及び次年度委員長よろしくお願い

いたします。
ローターアクト関係
◎ローターアクト第２回地区献血のご案内

日 時：２月17日(日)９：00～16：00
場 所：難波バス停横
ホスト：関西大学ＲＡＣ
関西大学ＲＡＣのＰＲ時間14：25～16：00です。

会員の皆様多数応援よろしくお願いいたします。
◎ローターアクト第２回地区連絡協議会のご案内

日 時：２月17日(日) 13：30～16：30
場 所：大阪府赤十字血液センター

◎世界ＲＡＣ ＤＡＹのご案内
日 時：３月10日(日) 13：00～16：30
場 所：此花区民センター

ニコニコ箱

今 村 会 員 本日の卓話よろしく。
飛 田 会 員 先月情報集会、お世話になりまし
た。感謝。

吉 野 会 員 本日申し訳ありませんが早退させ
ていただきます。
本日分 18,000円 累 計 931,000円

２月お誕生日

５日 木 元 良 三 会 員
12日 大 井 清 会 員
20日 山 睦 治 会 員
21日 北 山 陽 一 会 員
22日 溝 畑 寛 治 会 員
24日 北 村 雅 計 会 員

２月結婚記念日

11日 西 山 俊 明 会 員

卓 話
「『ものづくり企業』の海外展開について」

今 村 啓 志 会 員
グローバル化の時代において、日本の製造業は、

海外市場に積極的に展開していかなければならない。
2020年のアジアの中間層（世帯当たりの年間可処分
所得が5,000ドル以上３万5,000ドル未満の人々）の
人口は、日本や韓国などは減少するが、中国やイン
ドネシア、マレーシアやタイなどのASEANの国々が
台頭することが予想されている。
また、2050年のGDPランキングで日本は、インド

ネシアの次の８番目に転落し、変わって、BRICS
（ブラジル、ロシア、インド、中国）、インドネシ
アなど、新興国の台頭が予想されている。
アジア企業の時価総額ランキングでは、中国や韓

国の企業が台頭し存在感を示しており、今や、日本
の電機トップの日立製作所はサムスン電子の10分の
１程度である。
このようにアジアの国、企業が台頭する中、日本

の経常収支は、2012年９月に赤字になった。31年半
ぶりの赤字である。石油、石炭製品や液化天然ガス
などの輸入が増えたことによる特殊要因があるにせ
よ、日本は輸出立国であり、資源の少ない日本にと
ってものを売り、エネルギーなど海外からものを買
わなければならない。
日本が世界で生きていくためには、アジア市場の

取りこみは至上命題である。弊社でも、国内企業と
の取引は縮小し、海外企業との取引が拡大している。
このような状況下で、日本の製造業は、いかにグ

ローバルな競争を勝ち抜くべきか？
優れた技術は国内で磨きをかけ、製造において海

外の安い労働力を求め、コスト競争を勝ち抜くべき
である。弊社においてもすでに台湾で製造を開始し、
今後とも積極的に展開していく予定である。また、
長年に亘り、技術力を蓄積してきたことが評価され、
りそな中小企業振興財団から、半導体製造における
有毒ガスの除外装置が優良賞を頂いた。
今後とも技術に磨きをかけ、他社に負けない製品

づくりを進めて行く予定である。グローバルな競争
を勝ち抜くため、日本に残すもの、残さないものを
峻別し、今後、様々な面で選択と集中が必要になっ
てくる。


